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今
年
の
６
月
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
記
録
的
熱
波
が

襲
い
、
長
引
く
熱
波
と
干

ば
つ
に
よ
っ
て
大
規
模
な

森
林
火
災
が
発
生
し
、
農

作
物
に
も
深
刻
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
40
度
を
超
え

る
日
を
、
酷
暑
日
と
い
う

名
前
が
新
た
に
つ
け
ら
れ

る
な
ど
暑
い
日
が
続
き
、
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

よ
う
な
激
し
い
雨
の
降
り

方
が
全
国
で
起
こ
り
、
改

め
て
内
水
被
害
の
危
険
性

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
槻
市
で
は
９
月
７
日

か
ら
８
日
に
か
け
て
高
齢

者
避
難
指
示
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
８
月
28
日
の
未
明

の
豪
雨
は
、
茨
木
市
で
レ

ベ
ル
４
、
高
槻
市
は
レ
ベ

ル
３
の
大
雨
警
報
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
高
槻
市
で
は

床
下
浸
水
が
８
件
、
床
上

浸
水
が
５
件
、
道
路
冠
水

で
は
６
件
の
被
害
が
あ
り
、

停
電
は
３
０
０
０
件
を
超

え
ま
し
た
。
避
難
所
の
学

校
体
育
館
に
は
、
エ
ア
コ

ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

停
電
し
た
場
合
に
は
、
ど

う
い
う
対
策
を
取
ら
れ
る

の
か
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

市
の
答
弁

　

電
気
式
エ
ア
コ
ン
が
使

用
で
き
な
い
場
合
は
、
協

定
に
基
づ
き
レ
ン
タ
ル
資

機
材
な
ど
利
用
す
る
。

再
質
問

　

大
規
模
災
害
に
な
れ
ば

レ
ン
タ
ル
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
予
備
電
源

と
し
て
、
太
陽
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
を
考
え
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

紛
争
や
災
害
の
被
害
者

が
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
送

る
こ
と
を
目
的
に
定
め
ら

れ
た
「
人
道
憲
章
と
人
道

支
援
に
お
け
る
最
低
基
準
」

通
称
ス
フ
ィ
ア
基
準
に
つ

い
て
は
、
内
閣
府
も
「
今

後
の
避
難
所
の
質
の
向
上
」

を
考
え
る
と
き
の
指
標
と

な
る
国
際
基
準
と
し
て
い

ま
す
。

　

ト
イ
レ
は
20
人
に
最
低

１
つ
、
女
性
用
と
男
性
用

の
割
合
は
３
対
１
と
し
て

気温上昇1.5度超えを止める努力が必要気温上昇1.5度超えを止める努力が必要
　9月に行われた市議会で、中村れい子は、昨年の決算について本会議で、市民への還元を求め質問をしました。
さらに、一般質問で、災害への対応と気候危機を読める努力、公共の役割、所得の格差を埋める施策について質問しました。
その一部を掲載します。

い
ま
す
。
食
料
に
つ
い
て

は
１
人
１
日
２
１
０
０
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
、
水
は
１
人

１
日
最
低
15
リ
ッ
ト
ル
、

居
住
空
間
は
、
１
人
当
た

り
最
低
３
.
５
平
方
メ
ー

ト
ル
が
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
ス
フ
ィ
ア
基

準
に
基
づ
く
環
境
整
備
に

取
り
組
む
、
考
え
は
あ
る

の
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

市
の
答
弁

　

課
題
に
な
っ
て
い
る
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
、
１
避

難
所
多
目
的
ト
イ
レ
を
含

め
た
女
性
用
４
基
、
男
性

用
２
基
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
を
整
備
し
て
い
る
。

来
年
度
に
完
了
予
定
。
ス

フ
ィ
ア
基
準
を
参
考
に
、

避
難
所
の
環
境
改
善
に
取

り
組
み
ま
す
。

意　
見

　

災
害
で
助
か
っ
た
命
を
、

そ
の
後
の
避
難
生
活
で
、

奪
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
災
害
関
連
死
を
な

く
す
取
り
組
み
が
大
事
で

す
。
ス
フ
ィ
ア
基
準
の
基

本
的
な
考
え
方
は
、「
保
護

さ
れ
、
援
助
さ
れ
る
権
利
」

を
被
災
者
支
援
に
具
体
化

し
た
も
の
で
す
。
市
の
避

難
所
の
基
本
に
据
え
て
、

避
難
所
の
環
境
改
善
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

災
害
の
規
模
が
大
き
く

深
刻
な
状
態
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
地
球
温
暖
化
の

影
響
が
あ
り
ま
す
。
異
常

気
象
に
よ
り
、
２
０
２
４

年
ま
で
の
30
年
間
で
世
界

の
83
万
人
以
上
が
亡
く
な

り
、
経
済
損
出
額
は
約

６
７
５
兆
円
に
上
る
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

も
こ
の
夏
だ
け
で
も
、
大

き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
連
環
境
計
画
は
９
月

２
日
世
界
の
平
均
気
温
が

数
年
以
内
に
産
業
革
命
か

ら
1.5
度
を
超
え
る
上
昇
と

な
り
、
各
地
で
災
害
な
ど

の
リ
ス
ク
が
危
機
的
に
高

ま
る
と
す
る
報
告
書
を
発

表
し
、
各
国
が
現
状
の
対

策
を
超
え
る
「
前
例
の
な

い
行
動
」
を
と
る
こ
と
が

重
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
の
発
表
を
受
け

て
、
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事

務
総
長
は
「
1.5
度
目
標
の

た
め
の
闘
い
は
、
人
類
の

た
め
の
闘
い
」
と
し
、
化

石
燃
料
の
段
階
的
廃
止
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
革

命
を
加
速
さ
せ
、
土
地
、

森
林
、
海
洋
を
保
護
す
る

な
ど
「
野
心
的
な
目
標
を

上
回
る
」
こ
と
が
必
要
だ

と
述
べ
て
、
各
国
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。
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毎月、第 2土曜日です
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２
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高
槻
市
は
審
議
会
に
か

け
ら
れ
て
い
る
高
槻
地
球

温
暖
化
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
見
直
し
で
、
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

を
見
直
し
ま
す
。
現
在
、

２
０
３
０
年
度
ま
で
に

30
％
削
減
目
標
を
、
国
の

目
標
と
同
じ
く
、
２
０
３
０

年
度
ま
で
に
46
％
削
減
、

２
０
３
５
年
度
60
％
削
減
、

２
０
４
０
年
度
ま
で
に

73
％
削
減
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
連
環
境
計

画
の
報
告
書
が
発
表
さ
れ

た
今
、
こ
れ
が
野
心
的
目

標
を
上
回
る
の
か
、「
前

例
の
な
い
行
動
」
な
の
か
、

今
ま
で
以
上
の
目
標
を
持

た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

し
て
い
る
の
に
、
政
府
の
目

標
は
昨
年
の
２
月
、
１
年

半
前
に
つ
く
っ
た
目
標
で

す
。
こ
れ
で
十
分
だ
と
考

え
て
い
る
の
か
、
お
答
え

く
だ
さ
い
。

　

２
点
目
に
、
具
体
的
に

は
ど
う
い
う
対
策
で
、
削

減
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
何
が
効
果
的
だ
と
考

え
て
い
る
の
か
、
お
答
え

く
だ
さ
い
。

市
の
答
弁

　

地
球
温
暖
化
対
策
は
国

と
一
体
に
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

お
り
、
国
の
目
標
と
整
合

性
を
と
り
設
定
し
ま
す
。

意　
見

　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目

標
は
、
国
と
整
合
性
を
図

る
必
要
は
な
い
で
す
。
各

自
治
体
が
国
以
上
の
目
標

を
持
ち
、
そ
の
達
成
に
向

け
て
努
力
す
る
こ
と
が
、

結
果
と
し
て
国
の
目
標
を

上
回
る
こ
と
に
な
り
、
気

候
危
機
に
歯
止
め
が
か
け

ら
れ
ま
す
。
気
温
の
上
昇

が
1.5
度
以
上
に
な
っ
て
も
、

1.6
度
、
1.7
度
に
さ
せ
な
い

努
力
が
必
要
で
す
。

　

災
害
の
規
模
を
大
き
く

さ
せ
な
い
た
め
に
、
市
と

し
て
も
野
心
的
な
目
標
を

上
回
る
目
標
を
掲
げ
、
具

体
的
に
努
力
す
る
姿
勢
を

示
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
は
約
12
％
で
あ
り
自

供
率
向
上
に
向
け
て
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中

心
と
し
た
政
策
に
切
り
替

え
る
べ
き
で
す
。

　

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽

電
池
の
フ
ィ
ル
ム
型
や
ガ

ラ
ス
型
は
、
軽
量
で
柔
軟

性
が
特
徴
で
ビ
ル
の
外
壁

や
内
窓
、
建
物
の
屋
根
、

道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施

設
な
ど
で
の
設
置
が
可
能

で
す
。
公
共
施
設
に
ペ
ロ

ブ
ス
カ
イ
ト
を
設
置
す
る

考
え
は
な
い
の
で
す
か
。

お
聞
き
し
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
の
補
助
金

が
あ
り
ま
す
が
、
ペ
ロ
ブ

ス
カ
イ
ト
は
補
助
の
対
象

に
な
る
の
で
す
か
、
お
答

え
く
だ
さ
い
。

市
の
答
弁

　

公
共
施
設
へ
の
ペ
ロ
プ

ス
カ
イ
太
陽
電
池
は
、
新

築
や
大
規
模
改
修
時
に
導

入
の
検
討
を
し
ま
す
。
現

時
点
で
補
助
金
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

意　
見

　

日
本
政
府
の
再
エ
ネ

比
率
目
標
は
、
50
％
か
ら

60
％
程
度
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
政
策
を
、「
脱
原

発
・
脱
石
炭
」
に
切
り
替

え
、
市
民
主
導
の
再
エ
ネ

普
及
を
、
自
治
体
が
本
気

で
サ
ポ
ー
ト
す
れ
ば
日
本

で
も
「
再
エ
ネ
１
０
０
％
」

は
実
現
で
き
ま
す
。
ま
た
、

化
石
燃
料
の
輸
入
代
金
を

大
幅
に
削
減
で
き
、
地
域

で
雇
用
を
生
み
出
し
ま
す
。

再
エ
ネ
普
及
で
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

日
本
で
は
貧
富
の
格
差

を
広
げ
る
政
治
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
企
業
の
分
配

は
人
件
費
よ
り
株
主
に
傾

斜
し
、
従
業
員
の
給
与
の

伸
び
は
株
の
配
当
金
に
比

べ
る
と
限
定
的
に
な
っ
て

い
る
こ
と
や
非
正
規
労
働

者
を
増
や
し
て
き
た
こ
と

で
す
。

　

高
槻
市
で
は
、
こ
ど
も

医
療
費
の
完
全
無
償
化
、

小
・
中
学
校
給
食
の
無
償

化
や
物
価
高
対
策
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
市
に
は

も
っ
と
市
民
生
活
を
支
援

す
る
財
政
力
も
、
権
限
も

あ
り
ま
す
。
物
価
高
対
策

と
と
も
に
、
市
民
生
活
の

た
め
に
必
要
な
施
策
の
充

実
に
努
力
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

所
得
の
格
差
が
大
き

く
、
相
対
的
貧
困
率
が
高

い
中
で
、
所
得
の
再
分
配

は
、
大
事
な
機
能
で
す
。

　

憲
法
の
「
地
方
自
治
の

本
旨
」
に
基
づ
き
地
方
自

治
体
の
自
主
性
・
自
立
性

を
尊
重
し
、
住
民
の
命
と

く
ら
し
を
守
る
取
組
を
す

る
べ
き
で
す
。

　

税
金
は
何
の
た
め
に
集

め
る
の
か
、
行
政
は
そ
の

税
金
で
、何
を
す
る
の
か
、

無
駄
な
こ
と
は
し
て
い
な

い
の
か
、
必
要
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
削
減
し
て
い

な
い
か
、
問
わ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
を
利
用
し
よ

う
と
し
て
も
、
利
用
料
が

負
担
で
き
な
い
と
利
用
を

抑
制
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
利
用
料
の
減
免
制
度

を
も
っ
と
利
用
で
き
る
よ

う
に
拡
充
す
る
な
ど
、
所

得
の
格
差
を
埋
め
る
施
策

を
市
の
判
断
で
、
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

市
民
の
状
況
に
応
じ
た

制
度
は
必
要
で
す
。
市
独

自
に
所
得
の
再
分
配
に
つ

な
が
る
制
度
を
今
以
上
に

良
く
た
め
に
努
力
を
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。


